
2026-27 年度 ローターアクト委員会 活動方針 

                 ローターアクト委員会 委員長 渡辺 浩子 

 

ローターアクトクラブの立ち位置が大きく変化して数年経ちました。しかし、まだその立
ち位置にローターアクター、ロータリアン共に慣れておらず，良い方向に活かせていないの
が現状です。まずお互いの意識変革のために「対話」と「連携」を重視して活動して参りま
す。 

 RI テーマ、地区目標、指針さらに、ローターアクト地区代表の活動コンセプトを軸に置
き、RAC・スポンサーRC との連携を密にし、クラブ、分区、地区の垣根を越え、活動や課
題を共有し、ローターアクターならではの国際・地域社会の奉仕プロジェクトを推進するた
めの協力をしていく所存です。 

テーマ「対話と連携」 

活動内容  

① スポンサークラブとの連携・対話（現状や課題などの情報交換） 

  ➡「情報交換交流会」開催へ  

 

② 国際奉仕プロジェクトの推進 

    ◎グローバル補助金（モンゴル医療機器）に参画 

      ➡R 財団委員会と連携し、R 財団の知識を深めながら 

補助金活用のノウハウを学ぶ 

 

③ 地域での社会奉仕活動の推進 

    ◎各地でのイベント出店 

➡会員増強・資金調達も視野に入れる 

 

④ 会員増強の推進 

    ◎青少年が集う場所での PR 活動 

      ➡学友委員会・RYLA 委員会との連携  

       ➡ROTEX・米山奨学生へ PR 

    ◎RYLA セミナー（アフターRYLA 含む）の企画運営参画 

     ➡RYLA 委員会・学友委員会と連携 

 

  

 


